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あき つ しま あさのみずはのくに
秋津洲｣とか ｢秋瑞穂国｣というように,すべて秋は ｢多く穀物が豊かに実る｣
という意味に用いられている｡










ポ エ チ ウ ス




harvest であった｡この hervest という語が,現在の ｢収穫｣の意味













































































































































セ ブ チ ▲








































































この tilPhbnに由来し,テユフォエウス Typhoeus の子であるか又はそれと
･■ウス
同一視された｡この怪物は百個のヘビの頭を持つ邪悪な巨人であって,Zeus
エ トナ J Jt,タ t)ス
はその害悪を知り,彼に落雷を落して火を放ち,Etona山の下の地下界 Tartams
















た｡シネは ｢死ね｣に通じるために ｢ヨネ｣ともいった｡これは ｢吉｣のヨ,
タネ めし め あ めし
｢種子｣のネからきたといわれる｡｢飯｣の語源については,｢召し上がる｣｢食















































稲妻は英語では Iightning という｡ lightening(光る,輝く)の変形で,






















































































露は英語では dewである｡dewはギリシャ語 thefn (torun｢流れる,こ

































































































































































































桔梗は英語では baloonflower又は (Chinese)belflower という｡





































































balana (天秤), level(高さ)を意味した｡litre又は 1iterはギリシャ
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